
 

 

 

 

 
読書旬間がはじまりました。        
 人は言葉で考え、コミュニケーションを図り、感情を表します。学力の基礎であり、人間関係形成能力の

基盤です。「言語能力」の向上に、新町小学校は力を入れています。その一助として、読書活動を充実させ

ていきたいと思います。読書旬間は、６月８日(月)～６月１９日(金)です。 

 読書旬間の取組の一環として、教員の「おすすめ

の本」の紹介、図書委員会の児童の「おすすめの

本」の掲示をしています。しばらく掲示をしますの

で、来校した際には、ぜひご覧ください。 

 また、朝の時間は、「朝読書」です。一斉に読書

する時間は、学級が集中していて落ち着いた朝のス

タートになります。 

 今年度は、読書に目標値を設定しています。全員

が、無理に取り組むものではありません。読書好きの子供が主人公にな

るための手立てです。目標を達成した子供には、賞状を作成していま

す。「私、１００冊よめるかな」と話しかけくる子供もいて興味をもっ

ていることにうれしく思います。 

 

 

４年生…図工「化石はっくつ！」 

 「新町小の地下から、化石がはっくつ

されたら」と、問いかけから、夢が広が

る発想をしていました。 

 図工は想像力が働く教科です。様々な

技能も身に付け、自分が想像した世界を

形にしていきます。 

 今回は、ダンボールです。カッターを

使い、安全に注意しながら作成していき

ます。骨のような細かな部品は、細く切り出してハサミで作っていきました。どんな作品になるのか、楽し

みです。図工が好きな子供が増えるとよいなと思います。 

５年生…体育「マット運動」  感覚づくりが大事です 

 ３学期の定番だった「マット運動」

も熱中症対策から１学期に行っていき

ます。１学期に行っていた「陸上運

動」を３学期に行います。ホワイトボ

ードを見ながら、授業の流れ、マット

をどのように並べるかなど確認しまし

た。その学習で大事な部位を準備運動

でほぐし、感覚づくりに入りました。どの学年でも、マット運動で大事な感覚は、背中を丸め背中で行った

りきたりする「ゆりかご」です。「大きなゆりかご」、「肩倒立」等を行い、「開脚後転」、「側方倒立回転等」

に取り組んでいきました。自分のめあてに向かって、技の精度を高めていきます。 
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